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〇 本事業の取組みイメージ 
国内のインフラ産業では、労働人口減少を背景に、広域かつ高危険度の現場を含む業務の高度

化と省人化が喫緊の課題となっています。本取組みは、発電所の実環境をフィールドに、巡視点検を
行うロボットが、現場作業で求められる動きを制御する技術を開発するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇 2社の役割 
 FastLabel 株式会社 ︓AI による高度な認識・判断能力を備えたロボット基盤モデルの研究開発に

取組む 
九州電力株式会社︓共同研究先として、実証フィールドの提供及び AI ロボティクスによる巡視点

検業務等の自動化や高度化、安全性の向上を目指した検証等に取組む 
 
〇 FastLabel株式会社の会社概要 

代 表 者︓ 代表取締役社長 鈴木 健史 
所 在 地︓ 東京都新宿区西新宿 2-6-1 新宿住友ビル 24 階 
設  立︓ 2020 年 1 月 23 日 
事業概要︓ AI 開発プロセス全体を包括的に支援するソリューション 

（AI データプラットフォーム、プロフェッショナルサービス） 
 
 

以 上 


